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	この遺伝子は、トロポニンCスーパーファミリーに属する細胞内カルシウム結合タンパク質をコードしています。このタンパク質ファミリーのメンバーは、カルシウムに結合する6つのEFハンドドメインを持っています。このタンパク質は、メッセージの標的化や細胞内カルシウム緩衝化など、多様な細胞機能に役割を果たしています。また、ニューロン興奮性のモジュレーターとして機能し、ヒルシュスプルング病や一部の癌など、いくつかのヒト疾患の診断マーカーでもあります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。 この遺伝子は、トロポニンCスーパーファミリーに属する細胞内カルシウム結合タンパク質をコードしています。このタンパク質ファミリーのメンバーは、カルシウムに結合する6つのEFハンドドメインを持っています。このタンパク質は、メッセージの標的化や細胞内カルシウム緩衝化など、多様な細胞機能に役割を果たしています。また、ニューロン興奮性のモジュレーターとして機能し、ヒルシュスプルング病や一部の癌など、いくつかのヒト疾患の診断マーカーでもあります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	HepG2（1）およびCOS7（2）細胞溶解物に対するCALB2マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	CALB2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

